
金沢競馬の収支の仕組み

（収支はR4決算額）

地方競馬全国協会

利

用

者

（主催者）石川県（競馬事業局）

金沢市（農林水産局）
馬主 調教師

騎手 厩務員

（競馬関係者）

専門紙 売店 飲食店

（場内営業者）

清掃 警備

広報投票

バス運行

（業務委託・発注先）

工事

投票券売上げ

投票券売上げ

払戻金

払戻金

手数料

施設使用料

（家賃）

収入に含む

自場
賞金
馬主 80%

調教師 10%

騎手 ５%

厩務員 ５%

※収入には、金沢競馬でJRAや他場の投票券を

販売したことに対する手数料収入（3.4億円）

を含む。

支出：売得関連経費：収入 支出：運営費 ％：支出に占める割合

収入 15％

（43億円）※

払戻金73％

（202億円）

手数料11％

（30億円）

売
得
（
2
7
8
億
円
）

施設整備基金積立

交付金1％

（3億円）

交付金

賞金・手当 7％

（19億円）

剰余金 1%

（6億円）

運営費 7％

（18億円）

他
場
・
ネ
ッ
ト
会
社

人件費・管理費

預託

雇
用

出走手当、調教管理手当

騎乗手当、きゅう務手当

一般会計への操出し
※競馬の目的

畜産の振興、地方財政への寄与
（競馬法§1）

馬主登録、競走馬登録

調教師免許、騎手免許

全国の地方競馬場（15）

帯広（ばんえい）、門別、盛岡、水沢、

浦和、船橋、大井、川崎、金沢、笠松、

名古屋、園田、姫路、高知、佐賀

賞典回復・処遇改善

整備促進

料率引き下げ

競合回避（曜日・時間帯）

経費削減

課題

下線：ナイター 青字：薄暮

・地方競馬全体で交渉

・各場やJRAを踏まえた日程
・他場の了解による薄暮照明整備

・場外発売エリアの見直し 等

・H15比、約９割水準まで回復見込み

・きゅう舎建替え
（R5：2棟）

・青字：対応状況
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